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学会活動 の 回 顧 と展 望

・1996 （平成 8）年 （8／27 ・28，東 亰家政学院大学 三

　番町キ ャ ン パ ス ）

　テ ーマ ：「2i世紀家政学の 地平 を求め て
一

部 会員全

員 に よ る 地 区討議 と 総 合討議」

　第 1 セ ッ シ ョ ン ：「外発 的要因か らみ た家政学 と そ

の 名称」

　第 2 セ ッ シ ョ ン ：「内発 的要因 か らみ た 家政学 と そ

の 名称」

　第 3 セ ッ シ ョ ン ：「21 世紀 日本家政 学 の 存在理 由と

今後の 課題」

・1997 （平成 9） 年 （8／28 ・29，昭和 女子 大学）

　研究発表 ：明治初期 に おけ る翻訳家政書研究 の 課題

（谷 口 彩 了う， 明治期高等女学校家事科教科書 に お け る

食事 の 共有 と団欒 〔表 　真美），学会誌分析 と大学 の

動向か らみ た ア メ リカ家政学 の 現 状 （増 田啓 了う，家

政学 に 必 要な実践的 目標と使命感に つ い て （古寺　浩）

　若手研 究者 に よ る シ ン ポ ジ ウ ム ：「原論 へ の 問 い か

け を聞 く一
過 去か ら，海外か ら一」

　 こ の他，研究発表 7件，国際会議報告 4 件，部会報

掲載論 文
・資料 ・ノ…ト等は ユ6 件と な っ て い る．

　 3．今後 の 展望 と課題

　家政学 と い う名称が 学部 ・学科名称を は じ め とす る

多様 な局面 で ます ます用 い られ な くなる こ とが 予想 さ

れ る ．ア メ リ カ に お け る 1960年以 降に み ら れ た状 況

に 相応 す る もの と い えよ う．ア メ リカ が ，約 30 年に

及 ぶ 時を経 て ス コ ッ ツ デ
ー

ル 会議 （1993）で 再 び 名称

の 統
一を図 っ た よ うに，日本に お い て もや が て こ の プ

ロ フ ユ ッ シ ョ ン の 名称 に つ い て 何 らか の 対応 を必要 と

する時期 を迎え る か も し れ ない ．

　部会は，そ うした事態 をも考慮に 入れなが ら時代の

変化に対応 した わ れ わ れ の プ ロ フ ェ ッ シ ョ ン の あ り様

を求め て 困難で はある けれ ども真摯な努力 を重ね て い

かなけ れ ば な ら な い と思 う，

　　　　　　　　　　　　　　 （文責 ：村尾勇之）

被 服 材 料 学 部 会

　 1．は じめ に

　本部 会 は ，1969 年 に 発 足 し た被服材料学研 究委 員

会を基 とし，そ の 後 部会 と なり 29年 目を迎 えて い る．

委員会 ・部会の 成立過程 や変 遷お よ び 活動等 につ い て ，

30周年記念特集号に山田都一一部会長 （当時），40 周年

記念特集号 に丹 羽雅 子部会長 （当時） が 詳細 に 述 べ ら

れ て い る の で ，こ こ で は ，そ の 後 IO 年間 の 活動 等 に

つ い て 述 べ る ．

　本部会は 発足当初か ら毎年開催 し て い る 夏季セ ミナ

ー
，1983年か ら発行 して い る 部 会報 ， 各地区 で 開催

して い る講演会 ・見学会，および科学研究 費 の 申請 の

四 つ を 大 きな活動 の 場 と し て い る ．現在 （1997年）

部会員数 は IOO名 で
， 会員全員 で 部会の 企 画

・運営 を

行 っ て い る，また，部 会長 は 2年任期 で 交替 し，こ の

10 年間 （1988〜1997年〉の 部会長は 丹羽 雅子，弓削

治，成瀬信子 ，北 田総雄 （故人），川股　浩，日 下部

信幸が 務 め た ，

　 2．部会研究活動

　（1） 被服材料学夏季セ ミナ
ー

の 内容 （Q ：実行委員

　　 　 長）

　 1）　第 20回，大津市 ・い こ い の 村び わ 湖 （1988，7／

　　　 27〜29，0 弓削　治）

　  被服繊維の吸湿性 （河合弘廸），  衣服 ・寝具の

機能特性 の 定量化 （武田俊
一
），◎ 琵琶湖の 環境 と私

達 の 生活 （鈴 木紀雄），  家庭科教 育と被服材料 （日

下部信幸），：5 被服材料の 基本 的熱特性 に つ い て （藤

本尊子 ），  高機能性高分子材料 （沢渡千枝 ），  縫

い に 見 ら れ る 諸問題 と対応策 （明 石淳子），  衣 服設

計の た め の 入体形状 モ デ リ ン グ （黒 II！隆夫），   見学

会 ：東洋紡総合研究所等 ，

　2）　第 21 同，佐渡 ・ホ テ ル 吾妻 （1989，7／27− 29，

　　　 o 西沢　信）

　t／1ア メ リ カ の 被服学事情 （安田　武），  最近の 被

服学 の 動向 （成瀬信子），〔薑．最近の繊維製品の 新素材 ・

新 iJU⊥ 方法に つ い て （後藤徳樹〉，哩 感覚計測と製品

設訓 （原田隆司），  客 観的性能評価 に 基づ く衣服設

計 （諸岡晴美），  本縫 い ミ シ ン に おけ る縫 い 目状態

の 評価 （高木 　直），   着用状態時 の 衣服縫 い 目 に 加

わる張力 （宮内 秀和），   新潟県の 降 ・積雪環境 と暮

し 〔和泉 　薫），  佐渡 の 織 物誌 （佐藤利夫），  見

学会 ：技能伝承館等．

　 3）　第 22 回，郡山市 ・磐梯熱海温泉栄楽館 （1990，

　　　7／26〜28，　0m 目殳　　量告）

　11：生活文 化か ら見た被服 へ の 提言 （川添　登），  

被服分 野 の 有用 な研究 とは （風 間　健 ），  絹 の 過去，

現代，未来 （塚 田益裕）， C4）運 動生 理 学か ら 見た温熱
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環境 ｛丹羽健市），  ．被服材料 の 粘弾性 的性 質に つ い

て 〔鋤柄佐千子 〕，  画像解析装置 に よ る ニ ッ トの 変

形 の 測定 （菊地直子 ），  導電 性高 分子 （SN ）．r の 合

成と物性 〔金澤 　等），8 磐梯山周辺 の 自然 （鈴木敬

治），  見学会 ：野 口 英世記念館，縫製工 場 等，

　 4） 第 23 回 ，松本市 ・
浅 間温泉み や ま荘 〈1991，7／

　　　29〜31，0 高橋和雄｝

　   新 品種綿花
”
超綿

噛
生産 と そ の 開発 コ ン セ プ F

（田 中雄平），  ．
最近 の 衣 料用 ポ リ エ ス テ ル 繊維一

新

合繊 と そ の 技術 （高橋　洋）．tt婦人服 の 形態把握 法

と布 の 力学的特性に基づ く衣服設計 （綾田雅 了
．
），℃

消臭に よ る 快適 な 衣服環境 の 実現
一

含銅ア ク リル 繊維

（仲西　正），  衣服用革の性状 （角田由美子），昼人

体 の 機能
一

血流 の 循環統御様式の 特徴一
（大橋俊夫），

ゼ 人体 の 機能一
感覚 と大 脳生理 の メ カ ニ ズ ム （谷島

　
・
喜〉．登 被服学 に おけ る 教育 ・研究の 総合化 へ の ア

プ ロ
ーチ （司会 ：島崎恒蔵，パ ネ ラ

ー
：丹羽雅子，阿

部幸子，大野静枝，中保 淑子 ，小林茂雄｝，／El信州の

自然 （吉田利男），1［O見学会 ：近藤紡績   ，碌山美術

館等 ．

　5） 第 24 回，柳 川 市
・
柳 川か ん ぽ 保養 セ ン ター

　　　（1992，　7／29〜31，　（）目ヨ斐稚幸）

　こL 高分子物性 の 上手な使 い 方 （梶山千里 ）．2：仏教

法衣 の 構成 に つ い て （保刈禎子），．  セ ル Vl　一ス 繊 維

技術 と新素材 （西 山和成），亜：わが 国ア パ レ ル 産業 の

発展 と被服 素材 の 変遷 （正井潤三 ），  有明海 の 牛物

に つ い て （山 口 隆 男 ），窟 当社 の ポ リエ ス テ ル ，ア ク

リル の 独自商品 （近 藤義和 ｝，  被服素材に 及ぼ す溶

剤 ・力学的変形 の 影響 （竹 田　弘 ），琶 柳 川 の 歴史 に

つ い て （北 島清恵），曾 見学会 ：石橋美術 館，吉島敷

物機場 等，

　6）　第 25 図 ， 伊 勢 市 ・「 重厚生 年金休暇 セ ン タ ー

　　　（1993 ， 7／28　
一・・　30，0 日 ト部信幸）

　↓丿最近 50 年 間の 社 会の 変遷と被服材料学 仙 田 都

一
），  被服に 関連する 地球環境 の 過 去，現在そ して

未来 （北 野　康），亘進化す る化学繊維 帽1崎義一1，
  被服等の 保存環境 （水谷 章夫），  衣服 内環境

一
衣

服 の 通気性
一

（都竹初稲），  被服 の 廃棄，実態と意

識
一

資源 の有効な 利坩 の た め に （小 林茂雄），ヱ 被服

材料学 を考え る一
私 の 提案

一
（島崎恒蔵，筒井由紀子 ，

川 口 英樹 1，  見学会 ：伊勢神宮，網勘製網，ア サ ヒ

タ オ ル 等．

　7）　第 26 回，芦 原 町 ・芦 原 パ ス ト ラ ル 青雲 閣

　　　（1994，7／29〜3］，○ 弓肖1」　治〉
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　 ．1；フ ァ ッ シ ョ ン ・トレ ン ドと時代背景 （柳橋達生 ），

2）結城秀康 と松平忠直 （隼田嘉彦 ），3 コ ン バ ータ化

する 日本 の 染色工場 〔：金谷義博），  生地 の 要 因が衣

服 の 視覚判 定に 及 ぼ す影響 磯 井佳子），  繊維集合

体の 圧 縮特性 に つ い て （松平光男），
「
亘新合繊 の 縫製

技術 （石 川　昇 ），互〕繊 維素繊維 〔テ ン セ ル ）に っ い

て （小林伸吉），Ilδ
、
被 服材料 学を考 え る ｛PART 　H ＞

仲 島利誠 ，丹 羽雅子），豆 見学会 ：セ ー
レ ン   工 場，

越前竹人形等．

　 8）　第 27 回 （被服学関係部会合同夏季セ ミ ナ ー
），

　　　修善寺 ・ラ フ ォ
ーレ修善寺 〈1995，8／23　一一　25，

　　　 ○ 酒井豊了う

　丁 感覚 ・
ス トレ ス と 自律神経 （佐藤昭夫），   服飾

分化 と 社会 〔多田道太郎），3 こ れか らの 被服教育 を

考える （田村照子，安田　武，滝 山桂了
．
，恵美和昭），

志 今後の 被服 教育 は ど うあ る べ きか （阿部幸子 ，島

崎恒蔵 ， 杉原黎子，城島栄
一
郎，松山容子，登倉尋實，

藤 原康晴，相 JHf圭代子 〕，豆 1〃ゆ らぎ応用製 品 の 展

開に つ い て 〔村 岡和 美〉，互 合成繊維 σ）出来 る まで

（福原基忠），！：見学会 ：東レ 三 島工 場 ．

　9）　第 28 回 ，花 巻市 ・志 戸 平温 泉 ホ テ ル 志 戸平

　　　〔1996，7／30− 8／1，0 吉 田清
一．一

郎〉

　ご 繊維 フ ァ ッ シ ョ ン 産業 の 現 状 と将来 （内 田 盛也），

旦
．
岩 于の 風土 と宮沢賢治 （牧野立雄〉，3．ケ ラ チ ン 繊

維 の 最近 の 研究動向に つ い て （伊 藤　啓｝，  中学 ・

高校の 家庭科
・か ら 見 た 被服教育 （高津律 了

・
），   綿 を

中心 と した セ ル ロ ー
ス 系繊 維の セ ル ラーゼ 処理 と染色

性 （羽賀敏雄 ），弖着衣 の 快適性 に 関 わ る 布素材 の 水

分移動特性 ｛薩本弥生）， を岩手県に お け る ホ ーム ス

パ ン産業の 現状 と 将来 （佐 々 木陽），．：琶・気候調節 と 健

康 （渡辺孝男｝，19／i見学会 ： 目本 ホ ー
ム ス パ ン ，宮沢

賢治記念館等．

10） 第 29 回 ，倉敷 市
・
倉 敷 ア イ ビ

ー
ス ク エ ア

　　　 〔1997，7／29 − 31，01 ⊥r田都　）

　↓ 倉敷 の 文化
一

大原二 代と倉敷 の 文化
一

（原　道

彦），互成熟産業 の 研 究開発 （安井昭 夫）J ［3：被服材

料学の 最近の 研究動 向 （丹羽雅子），ま 被服用新素材

の 開発 （lil凵 新司），．亘 ア パ レ ル の 今 まで ，今，こ れ

か ら （佐 々 木雄大〉，す 被服構成学 の 研究動向と J工S

サイ ズ 規格 （三 吉満智了
一
），  被服 整理 学の 最近の 研

究動向と被服材料学研究 へ の 期待 〔杉原黎子 1，亘被

服衛生学 の 最近 の研究動向と被服材料学研究 へ の 提言

〔平 田 耕造），：蠱〕流 通業界 に お け る 繊 維製品 の ク レー

ム の 実際一PL 法 を 中心 と して 一 （松尾　繁），   見
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学会 ： ク ラ レ 繊 維技 術 研究所 ，  倉作屋 ，瀬戸 大橋

等．

　  　部会報の 主 な内容 （0 ：編集委員長）

　第 8号 （1988．7，
0 松 尾　勝）：ハ イ テ ク 繊維 と ハ

イタ ッ チ纖維 （岩崎 　錦 ），フ ァ ッ シ ョ ン と素材 （川

口 英樹 〉， 官能検査 と私 （小林茂雄〉．消費者問題 に つ

い て （城 島栄
一一
郎 〉，ウ ォ ッ シ ャ ブ ル 加工 衣料 に つ い

て の ア ン ケ ート結果 （鈴木 　淳 ），高吸水性ポ リ マ ー

に つ い て （宮 田奈美子）等．

　第 9 号 （1989．7，0 矢井 田 修 ）： Concurrenし items

（高橋和雄 》
， 不織布の発展 （矢井田修）等，

　第 10号 〔1990．7，0 矢井 円修）：雪 とフ ァ ッ シ ョ ン

（諾 岡晴 美），家政 学情報 の デ
ー

タ ベ ー
ス 化 に つ い て

（城 島 栄
一

郎），イ ン デ ッ ク ス 90 コ ン グ レ ス の 概 要

（矢井 田修） 等．

　 第 ll 号 （1991．7，0 大野 　亮）：被服材 料．学 と化学

（小 川 昭 二 郎），被 服材料の 教育を考え る （高橋和雄）

等．

　第 12号 （1992．7，0 大野　亮）：被服材料学 の 教育

（金澤　等），繊維製品 の 廃棄後 に 問題 は な い の か （川

股 　浩），家政 学文献 デ
ー

タ ベ ー
ス と 家政学 シ ソ

ーラ

ス 〔城島栄
一

郎1 等，

　第 13号 （1993．7，
0 矢丿｛二田修）：産業資材用繊維の

動向と不織布製造技術 （矢井田修〉等．

　第 14号 （1994．7，0 矢井 田 修）：ナ イ ロ ン ，ポ リ エ

ス テ ル の 発 明 を検証する （大坪　敞），繊 維技術 者育

成 の た め の 教育 を 〔弓削　治）等，

　 第 15 号 （1995．7，0 西沢　信）：布の 圧 縮 特性 3 段

階 分割方法の 紹介 ｛松平光男｝，被服材 料学 の 講義 に

最新 の 被服材 料 を 使 う　〔竹 田　弘）等．

　 第 16号 （1996，7，0 西 沢　信 ）：短期大学被服科に

お け る 被服材料分野 担 当 として 考え る 〔浅利　侑 ），

小 学校 に お ける被服材 料学習 の
一
例 （清水裕子），最

近表面がお もしろ い 〔牛腸 ヒ ロ ミ ）等．

　 第 17 号
．

（199．　7，7，0 安藤文子）：イ ン ターネ ッ トで

キ ャ ッ チ する ア バ レ ル 材料情報 （團 野哲 也）， 生 活科

学 の 中 の 被服材料学 （桑原宣彰）等．

　 （3｝ 講演会 ・見学会 1地区開催 ）

　 1988．3．10 （中部）：フ ァ ン シ
ー

ヤ
ー

ン につ い て の講

演 と フ ァ ン シ ーヤ ーン T．場 見学 ，9，9 （東北
・
北 海

道）：最近 の 北海道 に おけ る 毛皮製品の 特性 とそ の 問

題 の 講演 と旭
一

サ ン シ ャ イ ン 工 業   ミ ン ク飼育場見

学，

　 1989．3．24 （中部〉：小原和紙と大正村資料館見学，

9．21 （東北 ・北 海道）： ミ シ ン 縫 い 目に 関す る 研 究 と

植物色素 の 水溶液か ら の 収着に つ い て の講演 と飛鳥絞

り草木染工 房お よび鈴三 ニ ッ ト工場 の 見学 ．

　1990，3、8 （中部）：21 世紀の 繊 維産業の 講 演 と岐阜

繊維試験 場 見学，IO．5 （東 北
・
北海道）：岩手県に お

け る ホ ーム ス パ ン 産業の 歩 み の 講演 と 日 本ホ
ー

ム ス パ

ン   見学 ．

　 1991．3．7 （申部 ）： 飯 田紬 と水 引 工 芸館 の 見学，

ユ0、4 （東 北
・
北 海道）： オー ス トラ リ ア の 繊 維事情 の

講演 と松 島瑞巌寺 特別拝 観，

　1992．3．5 （中部）： フ ァ ッ シ ョ ン 素材 と縫製技術の

講演 とタ キ ヒ ョ
ー

被 服   見学，9，25 （東北 ・北海

遵 ）：機械 レ
ー

ス に つ い て の 講演と笠原 工 業製糸   の

見学 ．

　工993．3．10 （中部）：刺 しゅ う機の 現状に つ い て の講

演と   バ ル ダ ン 見学，9．24 （東北 ・北海道）：つ が る

こ ぎん の 講演 と こ ぎん の 家見学．

　 1994．3，4 （中 部）： シ
ー

トフ ァ ブ リ ッ ク に つ い て の

講演 と豊田紡織   大口 工場見学，9，30 （東北
・
北海

道）：バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー
の 応 用 の 講演 と生物 工学研

究所見学，

　 1995．3，11 （中部）： レ ザ
ーガ

’一
メ ン トに つ い て の講

演 と レ ザ ー ・フ ァ
ー工 場 見学，9，8 （東北

・
北海道）：

生体内熱移動 の 数理 モ デ ル 化と被服研究の 重要性 の 講

演 と北 大農学部 付属植物 園見学、

　 1996．3、15 （中部）： ア パ レ ル の もの 作 り と生 地特性

を もと に した縫 製条件の 講演 とマ ル タ ン フ ァ ッ シ ョ ン

ガ ーメ ン ト  見学，9．27 （朿北 ・北 海道｝：羊の 飼育

と ウール の講演 と小岩井 農場 まきば園見学，

　（4） 科学研究費

　 ig89年度総 合研 究 A 「被服 設計 の 体系化 の た め の

材料学的基礎研究」（研 究代 表者 ：丹 羽雅子 ，研 究組

織 ：中島 ， 酒井，弓 削，藤本，大坪，宮内，小林．日

ド部 ，岩崎，鋤柄 ，筒井，与倉，松生）．

　 3．現状 と今後の展望

　 被服材料学は被服学 の 基盤 と な る 重要 な 研究分 野 で

あ りなが ら，近年は 円本家政学会総 会で の 研究発表 の

件数 や 学会誌掲載論文数が減少 して い る．論 文数 を見

て み る と，掲載総数は毎 年 80〜100編 で あ り，被服学

領域は IO 年 くらい 前ま で は約 40 編 （うち被服材料学

関係は IO 編 以 上 ）あ っ た が ，近年は 被服全体 で 約 20

編 （うち被服材料学 関係 は 数編）と減少 し て い る ．こ

の 原 因 は，被 服材 料 学 に 関係 す る 論 文 が 他 の 学会誌

（繊維学会誌 ， 繊維製品消費科学誌．繊維機械学会誌 ，
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衣服学会誌等）に流れ て い る こ とや ，広分野 で の 研究

が行 わ れて い るため とも考
．
え ら れ る が ，被 服桐料学の

発展 の た め に は
， 本誌 に 掲載数を増や して い くこ と が

大きな課題 で ある．

　今 日，被服材料は 高品質，高性能，高感性 ，快適性

などが重視され，こ れ らの 開発 ・研究が行わ れ て い る

が ，今後は 環境や ゴ ミ問題 な ども考慮 した被服材料 を

追究 して い くこ とも必要 で ある．例 えば，過精練，過

漂 白， 過加 工 されたもの よ り，素材 をその まま生 か し，

な るべ くエ ネ ル ギ ーを使 用 しな い で 造 られ る被服材料

や ， 3R （リ フ レ ッ シ ュ ，リ フ ォ
ーム

，
リサ イ ク ル ）

を考
．
慮 した被服材料を研究 して い くこ とが地球環境を

守 っ て い く上 で 重要な課題 で あ る．

　　　　　　　　　　　　　 （文責 ： 日下部信幸）

被 服 構 成 学 部 会

　 1．は じめ に

　被 服構成学部会は，1998年に 部会創立 20 周年を迎

え，毎年発行の 部 会誌 の 20号は記念特集号
・
の 編纂予

定 で あ る ，正 に，圓顧 と展望の 絶好の 機会 で あ る とい

L
　　 L　　

E
え よ つ ．

　今同 の 記 録 は ，1988 （昭和 63）年か ら 現 在 まで の

10 年間 とな っ て い る が，こ の 源流 は ，被服構成学研

究委員会設立 の 1969 （昭和 44）年 に 遡 り，以後 IO年
間 の 充実 し た 活動記録 が 「家政学雑誌」Vol，30

，
　 No，

1 （1979 ！ に 残 され て い る．そ して ，こ の 年 に は 被服

構成学 部会 と し て新 し く発足 し， 会員 の 共同研究や 相

互 の 切磋琢磨の 場 と して の 部会事業 は ます ます発展 し

て 会員数は 293名 に 達 して い る．こ の 間 の 活動 記録 は

「日本 家政学会誌 Vol．39，　 No ，5 （1988） に 40 周年記

念特集号 と して 掲載 され て い るの で ，い ずれ も参照 さ

れ た い ．

　こ の 先達 の 志 を受け継 ぎ，多くの 会員 の 被服構成学

に対 す る熱意 と協力 に よ っ て ，現在まで の 部会活動 は

搖 ぎない もの と な っ た．しか し，家政学部
・
学科 の 名

称変更 ，授業科 R 名や時間数の変更等は ，被服 の 設計 ・

製作 を教育す る 被服構成学部会 の 大 きな検討課題で あ

っ た．こ の 期の 各部会長 （1988・89 京都女子大学 の

故 山名信子 ，1990 ・91文 化 女 子 大学三 吉 満智子 ，

ユ992 ・93 甲南 女子 大学木岡悦子，1994 ・95大妻女 了
．

大学 松 山容子，1996 ・97 椙 山女学 園大学 中保淑子，

1988〜広島大学林　隆子）は こ の こ とに 心 を砕 き
，

シ

ン ポ ジ ウ ム あ る い は フ i 一
ラ ム を開催 して 被服構成学

の 問題点 や あ るべ き姿を会員と と もに 模索 し，部会 と

して の 自己点検 ・
評価 を 行 っ て きた．会員数は 259名

く1979．3．3正現在） で うち 20 名が運営委員で あ る ．
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　 2．部会活動の回顧

　（D　共同研究と報告書作成

　 D 　「既製 衣 料 サ イズ 表示 と購入 の 実態に 関す る研

　　　 究報告書」 1991，1

　 日 本 家政 学会消費者 問題 常置委員会か ら 1986年 に

消費者問題 に つ い て協力要請を受け，部 会員全員 に よ

る共同研究 と して，既製衣料 に お け る 「表示 に 関す る

消費者 の 関心度なら び に 身体 へ の 適正度」に つ い て ，
10歳代か ら 60 歳代 まで の 性別 ・年代別 を対 象に 基 本

的事項 を 調査 した，

　2）　「乳幼児衣料の 表示 と着衣 の 実 態研究報告書」

　 　 　 1993．3

　凵本家政 学 会消 費者 問題常置委 員会は
， 1990 ・91

年度文部省科学研究費補助金 （総合研究 A ）交付研究

課題 「消 費者問題 と し て の r表示1 に 関する 家政学的

研究」 の うちの 衣生活関係の 1 部円 を 被服構成学部会

に委託 し，当部会 で は 「乳幼児衣料 の 『表示』に か か

わ る 諸問題」を担当 した ．第 2 回 H の 共同研究と して

全国的に ア ン ケー
ト調 査を実施 し，さ ら に，乳幼児衣

服の 着衣実態，市場調査 を行 い ，3 年間 を費や し て標

記報告書を刊行 した．

　3） i被服構成学 に 関す る 教育の 試み 」1994．1

　被服構成学 分野 に お け る 研究領域，教 育内容 に つ い

て社会の 変 化 と 要請 を視野に 入 れ た デ ィ ス カ ス を常に

部会活動 と して行 っ て きた 集大成 と して ，教育実践 の

立場か ら授業内容の 現状 分析 ，自己点検か ら改革 へ の

試み の 員体例をまと め ，多様で個性的か つ 人 間形成 を

目指す被服構成学教育の 参考資料 と した．

　（2） パ ソ コ ン 講習会

　被 服構成 学 の 研 究 お よ び 授 業 に 活用 で き る CG，
GAD ，　 Lotusの 基礎 と応用に つ い て の 講習会 を 1992・

94年 の 2 期 に わた り，大妻 女子 大学情 報処 理 教室に

て 開催 し た．講師は 部会員 が 担当 し，部会員に よ る 部
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